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「子どもの命と笑顔を守るために」 

校長 金子 郁規 

 先日、保護者の皆様に「熱中症予防のための、マスクの着用について」というお知らせを配

りました。気温が高くなるこれからの季節は、熱中症の危険が高まります。 

熱中症とは「体温を平熱に保つために汗をかき、体内の水分や塩分の減少や血液の流れが滞

るなどをして、体温が上昇して重要な臓器が高温にさらされることにより発症する障害の総称

です。軽症（めまい・たちくらみ）、中等症（頭痛・嘔吐・倦怠感等）、重症（意識障害・け

いれん・臓器障害等）に分けられ、最悪の場合は死亡する危険もあります。 

熱中症の症状には、典型的な症状が存在しません。なので、暑さの中にいて具合が悪くなっ

た場合は、まず、熱中症を疑い、応急処置あるいは病院へ搬送するなどの措置を行います。 

 

横浜市教育委員会の熱中症ガイドラインの改定では、WBGT（暑さ指数）で２１度以上の場

合は、運動時にマスクを外す指導をするように記されています。本校では、毎日校庭に WBGT

計測器を設置して数値を確認しておりますが、これからの季節は、晴天時はもちろんのこと、

曇天・雨天の時でも２１度以上になることがあります。体育の時だけでなく休み時間の外遊び、

屋外活動、登下校時でも、環境状況によりマスクを外すよう指導していきます。強制的に外す

ことはしませんが、子どもたちにもマスク着用による熱中症のリスクについて話していきます。

ご家庭でもご指導のほどよろしくお願いいたします。 

新型コロナウイルスは、まだ終息していないので油断することは出来ません。学校現場にお

いても感染するリスクはあります。なので、今まで通りの基本的な感染防止対策は徹底してい

きます。しかし、感染防止対策を行いながら、子どもたちの命を守るためにマスクを外す状況

があることをご理解ください。これから始まる水泳学習や宿泊体験学習においても、同じ対応

をしていきます。 

 

 マスク着用での教育活動は３年目を迎えています。１年生から３年生までは、向き合って楽

しく会話をしながら給食を食べた経験がありません。６年生は、６月１７日から日光修学旅行

に行きます。入学してから初めての宿泊体験学習です。 

子どもたちの笑顔は未来への希望だと思います。友達との思い出に残るかけがえのない共同

体験を積み重ねていくことで、さらに笑顔あふれる滝頭小学校にしていきたいと思っています。

これからも、ご理解とご協力のほど、何卒よろしくお願いいたします。 

 

 


